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印藤幹事長を
支えて、１年間
頑張ります。

平成29年度印藤執行部で筆頭副幹事長を仰せつか

りました阪口祐康（47期）です。

2回目の執行部ですので、1回目の時のような「執

行部って何をやるんやろう」「どんだけしんどいんやろ

う」という不安感はありませんが、前回とは異なり筆

頭副幹事長ですし、前回執行部だったときには、当時

の筆頭副幹事長の活動ぶりをまぢかで見ておりました

ので、その責任の重さをひしひしと感じています。

本年度のキャッチフレーズは、「分かち合う未来　

明日に架ける橋　友新会」（Bridge	for	Tomorrow）で

す。

印藤幹事長は世代的にサイモン&ガーファンクルの

ファンではないかとおもって、私が、「明日に架ける

橋はどうですか」という提案をしたら、えらく気に入っ

ていただき、それをヒントに印藤幹事長がいろいろな

思いを込められて、このキャッチフレーズを作り上げ

られました。

友新会は会員数が700名に達し、また年齢構成も

大幅に若返っていますので、会派としての一体性を

持って活動していくことは一筋縄ではいきませんが、

印藤幹事長がこのキャッチフレーズに込められた思い

を実現すべく、印藤幹事長を支えて1年間頑張ってい

きますので、ご支援・ご協力のほど、何卒よろしくお

願いいたします。

Sakaguchi Yuko（47期）
阪 口 祐 康

副幹事長

53期の小林功武（よしたけ）です。この度、平成29

年度友新会の副幹事長（庶務1）に就任いたしました。

これまでの間、親睦委員会及び組織活性化委員会の

副委員長を担当させていただいたことがありますが、

どちらかと言えば、友新会での活動に積極的とまでは

いえない状況にありました。このような状況で友新会

で重要な仕事（庶務1）を担当させていただくことにな

り、責任をひしひしと感じております。同時に、今ま

でやったことのない新しい活動ですので、平成29年

度執行部6名が一丸となって、友新会のために仕事を

こなすことに、新たな刺激を受けております。

今回私が担当する仕事（庶務1）のひとつとして、会

員情報の管理があります。この会員情報の管理方法に

ついては、組織活性化委員会において検討されており、

今年度中には、問題点を洗い出し、何らかの方向性を

示すことになる見通しですので、適宜情報を開示し調

整をすることができればと考えております。また、山

を大変愛しているということもあり、今年度もハイキ

ングに是非関わりたいと考えております。

私は、平成12年秋から7年間にわたり、高階貞男

先生の事務所で勤務弁護士をしておりましたが、高階

先生は、昼食時には、とにかく弁護士会のことや弁護

士会での友新会の役割、友新会の将来のことなどを熱

く語られ、友新会に対する愛情というものを常に感じ

ていました。その愛情ゆえか、私が委員会活動をして

いるときよりも、友新会の活動をしているときの方が

眼差しが温かかったような気がしております（笑）。

不十分なところがあり、御迷惑をおかけするかもし

れませんが（もちろん、そのようなことがないよう努

力いたします。）、1年間、どうか温かい眼差しで見守っ

ていただければと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。

温かい眼差しで

Kobayashi Yoshitake（53期）
小 林 功 武

副幹事長


